
3月定例会で
決まったこと

条
　
例

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
お
よ
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
の
改
正

国
に
準
じ
て
４
月
１
日
か
ら
、
職
員

の
１
日
の
勤
務
時
間
を
15
分
短
縮

◆
町
立
保
育
所
条
例
の
改
正

葛
巻
保
育
園
の
認
定
子
ど
も
園
に
係

る
条
例
整
備

◆
職
員
定
数
条
例
の
改
正

職
員
定
数
を
１
８
０
人
か
ら
１
５
７

人
に
縮
小

◆
葛
巻
高
原
食
品
セ
ン
タ
ー
条
例
の

改
正

ワ
イ
ン
工
場
の
使
用
料
を
３
９
０
０

０
円
か
ら
３
４
０
０
０
円
に
減
額

◆
農
業
体
験
交
流
施
設
条
例

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
内
に
整
備
中
の

交
流
施
設
に
係
る
条
例
整
備

22
年
度
当
初
予
算

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

２
ペ
ー
ジ
か
ら
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

21
年
度
当
初
予
算

指 

定 

管 

理

養
護
老
人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘
を
指
定
管

理
施
設
と
し
、
22
年
４
月
１
日
か
ら
27

年
３
月
31
日
ま
で
社
会
福
祉
法
人
誠
心

会
（
和
野
喜
一
理
事
長
）
を
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

葛
葉
荘
は
５
年
前
に
指
定
管
理
施
設

と
な
り
、
今
回
、
誠
心
会
が
継
続
し
て

管
理
者
と
な
る
も
の
で
す
。

そ
　
の
　
他

◆
町
道
路
線
の
廃
止

鰻
沢
線 

延
長
９
０
２
㍍

小
田
川
戸
線 

延
長
４
２
６
㍍

◆
町
道
路
線
の
認
定

上
前
里
線 

延
長
１
４
０
㍍

長
路
２
号
線 

延
長
２
２
０
㍍

小
田
上
ノ
橋
線 

延
長
１
７
５
８
㍍

鰻
沢
中
線 

延
長
３
０
２
㍍

要
望
の
審
査
結
果

田
野
自
治
会
か
ら
の
要
望
は
、
輝
く

ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託

し
、
採
択
し
ま
し
た
。

☆
要
望
第
11
号

（
主
旨
　
墓
地
へ
の
道
路
整
備
）

要
望
者

田
野
自
治
会
長
　
大
村
朝
夫

21
年
度
補
正
予
算
を
賛
成
全
員
を

も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

●
歳
入
歳
出
に
１
億
１
５
８
６
万
円
を

追
加
、
予
算
総
額
を
68
億
６
７
５
１

　
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
特
徴

歳
入
　
地
方
交
付
税
の
特
別
交
付
税

１
億
２
９
９
５
万
円

歳
出
　
町
の
貯
金
　
５
０
０
０
万
円

（
生
き
が
い
長
寿
基
金
）

予
備
費 

　
　
９
０
６
９
万
円

●
22
年
度
に
繰
り
越
し
て
行
う
事
業
は
、

39
事
業
14
億
７
９
２
４
万
円

主
な
事
業

地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業

８
億
７
０
０
０
万
円

葛
巻
小
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
事
業

３
億
４
４
７
９
万
円

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

●
22
年
度
に
繰
り
越
し
て
行
う
事
業

浄
水
場
解
体
事
業
　
　
４
０
０
万
円

臨
時
会

3月29日

各会計の３月補正予算
会　　　計　　　別 補　　正　　後 補　正　金　額

一 般 会 計 67億5,165万円 ５億6,202万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 11億7,877万円 ▲3,234万円
簡 易 水 道 事 業 ２億8,637万円 ▲223万円
老 人 保 健 事 業 6,994万円 －　　
農業集落排水事業 ２億771万円 ▲863万円
国保病院事業収入 ９億1,605万円 6,931万円
国保病院事業支出 ７億9,633万円 901万円

端数は四捨五入
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見学者がたくさん訪れる御所野遺跡

熱弁する岡本氏

平
庭
地
域
市
町
村
議
会
議
員
連
絡

協
議
会
研
修
会
は
２
月
15
日
、
久
慈

市
、
葛
巻
町
、
九
戸
村
の
議
会
議
員

が
参
加
し
、
久
慈
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
３
市
町
村
議
会

が
連
携
を
密
に
し
、
共
通
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

開
会
に
あ
た
り
開
催
地
の
山
内
隆

文
久
慈
市
長
は
、
行
政
と
議
会
を
電

車
の
両
輪
に
例
え
、「
役
割
は
違
っ

て
も
目
指
す
も
の
は
同
じ
、
目
標
に

向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
走
っ
て
い

こ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
会
は
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
議
事
調
査
部
長
の
岡
本
光

雄
氏
を
講
師
に
迎
え
「
議
会
基
本
条

例
と
市
町
村
議
会
の
今
後
の
在
り

方
」と
題
し
、講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で

は
、
平
成

の
大
合
併

で
市
町
村

や
議
会
を

取
り
巻
く
状
況
が
激
変
し
、
地
方
自

治
に
対
す
る
新
た
な
議
会
の
考
え
方

を
内
外
に
表
明
す
る
「
議
会
基
本
条

例
」
の
制
定
が
、
平
成
18
年
の
北
海

道
栗
山
町
を
始
め
と
し
て
、
全
国
で

は
県
議
会
を
含
め
て
約
70
の
議
会
で

条
例
を
制
定
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、「
通
年
議
会
」
に
つ
い
て

も
触
れ
、
通
年
議
会
の
導
入
に
よ
り

議
会
の
閉
会
中
が
無
く
な
り
、
必
要

な
と
き
に
い
つ
で
も
議
長
が
本
会
議

の
日
程
を
決
定
し
、
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

主
な
メ
リ
ッ
ト
は
臨
時
会
が
不
要

に
な
り
、
議
会
が
主
体
的
・
機
動
的

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
臨

時
会
で
は
一
般
質
問
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
通
年
議
会
に
す
る
と
い
つ
で
も

可
能
と
な
る
ほ
か
、
当
局
の
専
決
処

分
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

通
年
議
会
は
全
国
で
も
数
え
る
程

度
の
よ
う
で
す
が
、
議
会
の
活
性
化

に
は
効
果
が
い
ち
早
く
現
れ
る
と
話

し
ま
す
。

本
町
議
会
は
、「
議
会
報
告
会
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
の
研
修
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
改
革
と
公
開
に
取

り
組
む
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

「
通
年
議
会
の

す
す
め
」

一
戸
町
・
岩
手
町
・
葛
巻
町
議
会

議
員
協
議
会
研
修
会
は
１
月
26
日
、

３
町
の
議
会
議
員
が
参
加
し
、
一
戸

町
の
御
所
野
縄
文
博
物
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
隣
接
議
会
が
連

携
を
密
に
し
、
時
代
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
「
御
所
野
遺
跡
」
の
世
界
登

録
遺
産
に
向
け
た
一
戸
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
高
田
和
徳
館
長
か
ら

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
、
昭
和

52
年
に
当
時
の
建
設
省
か
ら
、
国
道

４
号
線
一
戸
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う

調
査
委
託
を
受
け
、
発
掘
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
御
所
野
地
区
の
台
地

で
た
く
さ
ん
の
ヤ
ジ
リ
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
元
年
に
農
村
工
業

団
地
を
開
発
す
る
た
め
、
本
格
的
な

発
掘
調
査
を
開
始
。
翌
年
に
は
、
ス

ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
や
た
く
さ
ん
の
居

住
跡
が
次
々
に
見
つ
か
り
、
縄
文
時

代
の
大
規
模
な
〝
ム
ラ
〞
で
あ
っ
た

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
う
現
地
説
明
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
６
０
０
人
が
参
加
す

る
な
ど
、
町
民
の
関
心
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、稲
葉
暉
一
戸
町
長
は「
遺

跡
は
保
存
し
て
、活
用
を
図
り
た
い
」

と
地
権
者
会
で
発
言
。
平
成
３
年
に

は
議
会
も
遺
跡
の
保
存
を
求
め
る
請

願
２
件
を
採
択
。
開
発
を
求
め
る
請

願
２
件
を
不
採
択
と
す
る
な
ど
、
最

終
的
に
は
保
存
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

発
掘
調
査
は
保
存
決
定
後
、
学
術

調
査
に
切
り
替
え
、
平
成
５
年
に
国

指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、「
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
」
と
し
て
、
世
界
遺
産

登
録
へ
向
け
て
、
遺
跡
の
案
内
や
公

園
の
清
掃
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
御
所
野
愛
護
少
年
団
が
結

成
さ
れ
る
な
ど
、
登
録
へ
向
け
町
ぐ

る
み
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

世界遺産登録に向けた御所野遺跡の取り組み

研 修 会
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